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＜連絡事項＞
・「For春夏号」表紙写真の再募集をいたします。

【再募集期間】

5月5日（火）～月30日（土）

採用作品には、表面、20000円　裏面、5000円　賞金がでます。

春夏号にあった季節の写真をたくさんお待ちしています。

なお、写真はデータで、広報委員会フォルダ→Ｒ2年ＦＯＲ春夏号写真という

名前のフォルダに入れてください。

その他、不明な点は広報・記録委員までお尋ね下さい。　　　　　広報・記録委員会
＜入院・入室状況＞

【ユニット移動】
・和田　昌様～東Aユニット11号室→東合併症室

・成田　富士子様～東合併症室→東Bユニット1号室

【入院】
・工藤　みず紀様～東Aユニット11号室

【転出】
・助川　節子様～東Cユニット5号室→南Dユニット207号室

＜患者様連絡事項＞
・舘合　寛様～排便－7日目。主治医へ報告し、ケンエーG浣腸60ml　1本処方・施行の指示あり。
・和田　昌様～昨日の転落事故による腰痛悪化傾向あり、自力での寝返りも困難である。主治医不在の為、日直医深澤Drへ報告し、安静臥床の指示と臨時薬としてロキソプロフェンNa(60)3T・レバミピド(100)3T　3×毎食後　5日分処方・服用の指示あり。又、5/7整形外科受診を検討し、ご家族への連絡や病棟での調整を行うようにとの事。

・北上　やゑ様～主治医より持参薬に関して、消化器系の薬は服用開始するようにとの指示あり、一部内服薬が本日夕から開始となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。特定男性患者様との距離は近いもトラブルはなし。話し掛けの多さあり。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・藤井　崇史様～15：50苛々感と他者へ干渉してしまうと訴える。やや表情の硬さあり。促しで不穏時：レボトミン（25）1Ｔ服用。粗暴性はなし。
・工藤　みず紀様～12:03 東病棟Aユニット11号室へ任意入院となる。衝動的な行動はなし。入院した経緯について問うと「中学生に写真を撮られてる気がして。窓ガラス割れば警察に行けると思ったから」と淡々と話をする。









・木村　格治様～活気なく臥床している。バイタルサイン異常はなし。妄想様言動はある。
・飯岡　裕子様～顔色不良さは持続。移動は車椅子を使用している。腰痛はあるも自制内で経過。食事・排泄以外は臥床して過ごす。
・舘合　寛様～食事はむせこみなく全量摂取。危険行動もない。濃色尿で尿臭強い。
・木村　文隆様～棟内を徘徊し他室へ侵入する事あり介入している。介入への易怒性はない。
・森　ヒデ様～食後は、自室へ戻り、同室者との会話見られている。帰宅要求・妄想発言は無い。
・小山田　順様～不機嫌さ等なく、スタッフへの対応も穏やか。ホールで静かに過ごされている。
・佐々木　美恵子様～日勤帯体温36.8～37.3℃、頻脈あり。他バイタル異常無し。測定時の拒否は無く、声掛けにはかすかに返事聞かれている。追視見られる。腹部膨満、下肢浮腫は同様の状態である。
・田中　こよ様～経管栄養トラブル無く施行。体温37.2～37.3℃・他バイタル異常・酸素飽和度低下無し。
・北上　やゑ様～食事は介助にて各食全量摂取。体温37.1℃・他バイタル異常・酸素飽和度低下無し。介入時の拒否・抵抗は無い。
・成田　富士子様～食事は各食全量摂取。服薬拒否無し。バイタル異常・酸素飽和度低下無し。徐々に自力で活動出来るようになっている。
＜入院患者様情報＞
日　　時：R2.5.5　12:03

氏　　名：工藤　みず紀（くどう　みずき）様

生年月日：平成7年6月15日（24歳）

病　　名：情緒不安定性パーソナリティ障害の疑い

　　　　　残遺型注意欠陥多動性障害の疑い

性　　別：女性

主 治 医：田名部Dr（診察医：深澤Dr）

入院形態：任意入院

病　　棟：東病棟Aユニット11号室

(経過）

　当院2回の入院歴あり（最終：R2.1.26～R2.3.11）。当院退院後、定期的な外来受診行っていたが、R2.4.1外来受診後は本人の判断で服薬を全く行っていなかったとの事。

　R2.5.4近所の公園で遊んでいたところ公園の近くに住む住人に「注意された。馬鹿にされた。」と思い、興奮し被害的な発言を浴びせた事で住人が警察官に通報。その後、警察が介入し、帰宅したが、本日も同じ公園に赴いて昨日トラブルとなった住人の家のガラスを割った。更に本人のまとまりに欠ける発言が顕著で興奮状態であったことから同住人の通報で再び警察が介入し、本人を保護した。その後、警察から当院へ診察対応の依頼あり。R2.5.5警察官3名と母親に付き添われ受診となった。受診時には自らの行動の正当性を主張すると同時に「あの地域には住めない。公園のブランコが使えない。警察に捕まりたくてワザとガラスを割った。」と語るなど、まとまりに欠ける。軽度の被害妄想や関係妄想などは認めるが、その他の病的体験は否定する。目立った気分の変動はない。衝動的で短絡的言動が顕著である。病識は乏しい。本来であれば起訴の検討も含めた司法的な対応、もしくは措置診察など保健所の介入や対応を経てから医療としての介入を図る事が検討されるべきであるかもしれないが、差し当たり自宅での生活を継続する事には様々な影響が考えられる。今回は拘留や逮捕には至らないとのこと。数日の休息の為の入院を勧めたところ同意した為、12:03東病棟Aユニット11号室へ任意入院となる。
